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1) X線を照射して新成細胞の増殖能を消失させたナミウズムシと X線非照射ナミウズムシ， 2) 新
成細胞を放射能標識したX線非照射ナミウズムシと放射能非標識でX線照射ナミウズムシ， 3) ナミ
ウズムシと咽頭の筋層組織構築を異にする別科のイズミオオウズムシ BdellocePhala brunnea との
X線照射個体および非照射個体 の 3 通りの実験系のおのおのについて頭部片を咽頭後部域への交
換移植を行った。その結果，移植片によって誘導される咽頭の形成には新成細胞は関与せず，宿主由
来の細胞の形態調節による乙とをあきらかにして，乙の論争を決着させた(第 2 章)。
第 2 章に示した実験の過程で咽頭形成に対する神経の役割に注目した朝井君は，移植域または移植
片から神経索を除去する実験を行い，神経索は咽頭の形成には無くともよい杭多咽頭となる乙とを
抑制していると結論できる結果を得た(第 3 章)。
内，
u
??
咽頭先端の再生に関心をもどした朝井君は この過程における細胞の分化転換と構造構築の電子顕
微鏡的観察がなされていないことに着目して詳細にこれを行い，多くの興味ある知見を得た(第 4 章)。
以上の諸知見とそれらに基づくプラナリア咽頭の再生および誘導機構の解析は発生生物学の重要な
研究進展であり， 4 章と付録からなる朝井君の提出論文は理学博士の学位論文として十分な価値をも
つものと認められる。
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